
度

？
ｏ

制
撫
ぼ
み
鴻
額
舞
難
離
廟
稔

退させ、後期高齢者だけの独立保険に組

いフ仏〕　み入れた。

お
ノ
詳
的羹
鑑

築
讐
ベ

て
の
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
保
険
用
の
負
担
を

は
ｖ
　
　
求
め
ら
れ
る
。

は
明鬼ねと

Ｇハ¶〃〃
円を越
え
る。

③
年
金
か
ら
の
末
引
こ

大
多
数
が
「年
食
束
引
母
」
で
保
険
料
を
徴

収
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
「
天
引
き
」
対
象

は
年
金
が
月

一
方
五
千
円
以
上
）
。

④
命
獲
得
座
開
こ
あ
わ
せ

一
万
円
郎
上
負
担

保
険
料
額
は
、
月
六
千
円

（全
国
平
均
）
て
、

介
護
保
険
料
月
四
千
九
十
円

（全
国
平
均
）
と

あ
わ
せ
る
と
、
多
く
の
高
齢
者
が
、
毎
月

一
方

⑤
お
輸
停
保
険
正
取
叫
上
ｒ
ヘ

従
来
、
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
障
害
者
や

被
爆
者
な
ど
と
同
じ
く
、
“
保
険
州
を
滞
細
し

て
も
、
保
険
証
を
取
り
上
げ
て
は
な
ら
な
い
”

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
制
度
改
悪
に

よ
り
、
滞
納
者
は
保
険
証
を
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

長 寿 (後 期 高 齢 者 )医 療
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よは

と

め
ど

も

な

く

機

遅

自

分

政

権

で
社

会

保

障

ほ

「
長
毒

（後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度
」
が
こ
の

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
問
題
多
き

こ
の
制
度
に
対
し
て
、
全
国
か
ら
制
度
見
直
し

や
廃
止
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

轄輯をれる選々
と口欝

粗
悪
医
療
　
病
院
追
い
出
し
の
可
能
性

政
府
は
、
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
と
そ
れ
以
下

の
世
代
で
、
病
院
　
診
療
所
に
払
わ
れ
る
診
療

報
酬
を
別
建
て
に
し
格
差
を
つ
け
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
で
、
拓
歳
以
上
の
高
齢
書
に
手
厚
い
医

療
を
す
る
病
院

・
診
療
所
ほ
ど
経
営
が
悪
化
す

る
よ
う
に
な
り
、
高
齢
者
は
、
“
粗
悪
医
療
”

や
“
病
院
追
い
出
し
”
を
せ
ま
ら
れ
る
電
能
性

が
あ
り
ま
す
。

柿
た
な
医
療
船
差
の
筋
大

地
域
の
医
療
体
制
や
被
保
険
者
の
健
康
状
態

の
違
い
が
反
映
し
た
自
治
体
ご
と
の
医
療
保
険

制
度
で
あ
っ
た
た
め
に
、
保
険
料
水
準
に
は
お

の
す
か
ら
違
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
県
内
統

一

の
保
険
料
に
な
れ
ば
、
都
市
部
と
山
間
部
で
の

医
療
体
制
の
大
き
な
相
違
等
て
、
新
た
な
医
療

格
率
が
発
生
す
る
恐
れ
が
強
く
な
っ
て
き
ま
す
。

将
来
の
自
担
増
は
２
車

後
期
高
齢
者
医
療
資
の
約
３６
％
は
、
政
管
健

保
や
国
保
に
加
入
す
る
Ｏ
～
７４
歳
の
被
保
険
書

の
医
療
保
険
に
上
乗
せ
し
て
回
収
さ
れ
、
そ
こ

か
ら
章
菰
わ
れ
ま
す
“

「後
難
高
捕
著
支
援
金
」

と
呼
ば
れ
、
今
て
こ
そ
３６
％
の
設
定
で
す
が
、

今
後
若
年
者
が
減
り
高
齢
者
が
嬉
え
れ
ば
必
然

的
に
保
険
料
負
担
が
若
い
層
に
か
か
っ
て
き
ま

す
。

年寄しl勝

申
確
ど
ぶ
ガ
籠
を
っ
＆
ど

高 知 県 医 療 融市憶匠脱
-5-47 TEと08開 24-0151鋼 鰤

申期 瑠 離 麓略 豊寧密悪ど岩臭唇
題においての共同闘争を推進することを目的とした団体です。
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ン
護
舞
圃
署
の
衛
鐘
欧
書
き
ま
わ
泰
蕩

250

200

1 5tl

100

適
亜
越
蕎
護
鰤
醒
選
を
表
の
ま
す

圏
醸
鶴
翻
畠
瞬
餞
睦
施

２
時
を
過
ぎ
て
も
、
日
動
と
準
夜

（
１６
時
∞
倉
～

０
時
∞
分
）
が
一緒
に
働
い
て
い
る
。
し
か
も
夕
食

も
取
れ
な
い
ま
ま
に

・
　
　

。
病
棟
に
よ

っ
て
は
、

日
常
的
に
見
ら
れ
る
そ
の
光
憲
。
体
書

・
体
急

・
年

体
が
ま
と
も
に
取
れ
な
い
。
生
理
体
暇
に
至

っ
て
は

取

っ
た
こ
と
す
ら
な
い
。
睡
眠
時
間
は
数
時
間
で
、

体
調
が
悪
く
と
も
薬
を
飲
ん
で
職
場
に
で
る
。

「
耐

え
ら
れ
な
い
」
と
職
場
を
去
る
職
員
、
補
充
さ
れ
て

も
過
酷
さ
か
ら
ま
た
辞
め
て
い
く
。
定
年
ま
で
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
は
り
な
く
、
香
護
師
の
若
年
化
は

益
々
進
ん
で
い
く
。

繁
忙
の
放
置
は
憲
者
香
護
の
質
低
下
を
招
く
だ
け

で
な
く
、
職
員
の
定
書
を
阻
み
、
職
場
を
更
に
厳
し

い
状
況
に
追
い
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
に
働
く
労
働

者
を
精
神
的
　
肉
体
的
に
破
壊
す
る
行
為
で
あ
り
、

書
護
師
に
精
神
疾
患
が
増
え
て
い
る
実
態
も
あ
り
ま

纏
麗
翁
鬱

ン

蒸

醒

介
護
　
福
祉
現
場
の
厳
し
さ
が
報
道
さ
れ
、
そ
の

改
善
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
県
内
の
実
態
も
過
酷
で

あ
り
、
そ
の
改
善
は
急
務
で
す
。

第
１
は
、
介
護
　
福
祉
労
働
者
自
身
が
健
康
を
崩

す
ほ
ど
の
労
働
環
境
で
す
。

「
腰
痛
」
や

「
精
神
的

な
疲
労
」
を
訴
え
る
声
が
多
く
、
精
神
的
　
肉
体
的

に
厳
し
い
職
場
実
態
が
そ
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。

第
２
勝
、
労
働
基
準
法
違
反
の
常
態
化
で
す
。

「
残
業
」

「
打
ち
合
わ
せ
、
研
修
」

「
移
動

・
待
機

時
間
」
に
対
す
る
賃
金
の
不
払
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。

第
■
は
、

「
生
活
が
困
難
」

「
若
者
が
逃
げ
だ
す
」

と
言
わ
れ
る
低
賃
金
構
造
で
す
。
時
結
が
ｔ
Ｏ
Ｏ
円

～
程
度
と
低
い
上
に
、
労
働
時
間
が
少
な
い
事
業
所

も
あ
り
、
ヘ
ル
パ
ー
で
は
生
計
が
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

す
。
痛
苦
を
取
り
払
い
健
康
を
取
り
戻
す
た
め
の
揚

所
で
、
そ
の
従
事
者
が
病
気
に
な
る
。
シ
ャ
レ
に
も

な
り
ま
せ
ん
。

国
の
医
療
費
抑
制
政
策
が
着
護
師
の
適
性
配
置
を

阻
み
、
医
師
不
足
に
よ
る
診
療
科
の
縮
小

・
閉
鎖
が

周
辺
病
院
を
多
忙
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

左
図
の
と
お
り
、
日
本
の
看
護
師
数
は
少
な
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。
適
正
な
香
護
師
の
配
置
を
可
能
と

す
る
医
療
制
度
改
正
を
求
め
ま
す
。

5 0

第
４
は
、
人
員
体
制
の
不
備

・
人
手
不
足
で
す
。

優
賃
金
で
厳
し
い
労
働
条
件
が
、
離
職
率
を
高
め
て

お
り
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
の
状
況
が
あ
り
ま
す
。

利
罵
者
へ
の
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
状

況
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

第
う
は
、
課
題
で
あ
る
介
護
分
野
の
人
材
確
保
の

た
め
に
、
国
庫
負
担
や
介
護
報
酬
の
改
善

（
引
き
上

げ
）
が
不
司
欠
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
低
賃
金

繁
忙
が
離
職
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

改
善
に
は
国
庫
負
担
の
拡
大
や
介
護
報
酬
の
引
き
上

げ
に
よ

っ
て

「
賃
金
」
と

「
人
員
体
制
」
を
担
保
す

る
財
要
が
あ
り
ま
す
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